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体験教育企画社長　藤澤　安良


選
１
位
の
草
津
温
泉
に
行
っ
て
み
た

「
健
康
・
美
・
長
寿
の
聖
地
」


自
治
体
が
協
議
会
発
足

大
阪
観
光
局
が
音
頭
　

訪
日
客
ら
に
ア
ピ
ー
ル

持
続
可
能
な
観
光
考
え
る

ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
が
サ
ミ
ッ
ト

新
デ
ザ
イ
ン
車
両
披
露

は
と
バ
ス
　

２
階
建
て
オ
ー
プ
ン
バ
ス

栃
木
県
と
イ
ン
ド

相
互
理
解
促
進
へ

東
京
で
イ
ベ
ン
ト

「
理
想
的
な
未
来
へ
」

取
り
組
み
事
例
を
発
表

博
覧
会
協
会
、東
京
で
イ
ベ
ン
ト
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株
価
が
暴
落
し
た
と
思
え
ば

次
の
日
に
高
騰
し
、
微
妙
な
状

態
で
推
移
し
て
い
る
。
円
も
久

し
ぶ
り
に
１
㌦
＝
１
４
６
円
前

後
の
円
高
に
な
り
、
海
外
旅
行

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
。

　
株
価
の
揺
れ
に
同
調
す
る
か

の
よ
う
に
８
日
、
宮
崎
県
日
向

灘
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
を

観
測
し
、
気
象
庁
は
東
海
沖
か

ら
九
州
沖
に
か
け
て
大
規
模
な

地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
し
て
、
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大

地
震
注
意
）
」
を
出
し
た
。
そ

の
後
、
熊
本
県
や
神
奈
川
県
西

部
で
も
地
震
が
相
次
い
だ
。
行

動
自
粛
と
い
う
よ
り
、
改
め
て

自
ら
の
命
を
守
る
防
災
意
識
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
都
心
は
猛
暑
日
が
続
き
、
お

盆
の
時
期
は
鉄
道
や
道
路
は
混

雑
し
、
宿
泊
料
金
は
高
騰
す
る

と
あ
っ
て
、
８
月
上
旬
の
平
日

に
群
馬
県
の
本
紙
主
催
の
人
気

温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
の

年
連

続
１
位
の
草
津
温
泉
に
泊
ま
っ

た
。標
高
は
１
２
０
０
㍍
あ
り
、

都
心
よ
り
７
度
低
い
計
算
に
な

る
。
夏
休
み
と
あ
っ
て
、
子
供

連
れ
の
家
族
か
ら
、
若
い
カ
ッ

プ
ル
、
シ
ル
バ
ー
層
、
外
国
人

と
客
層
は
さ
ま
ざ
ま
。

　
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、
湯

も
み
も
見
ら
れ
る
湯
畑
周
辺
は

昼
間
も
夜
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。
湯
畑
か
ら
遠
い
宿
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
送
迎
を
行
っ
て
い

る
。
土
産
の
温
泉
饅
頭

ま
ん
じ
ゅ
う

は
何

種
類
も
あ
り
、
競
い
合
っ
て
い

る
。

　
客
が
集
ま
れ
ば
に
ぎ
わ
い
と

活
気
が
あ
り
、
初
詣
、
祭
り
・

イ
ベ
ン
ト
・
花
火
、
混
雑
が
好

き
な
日
本
人
特
有
の
安
心
感
も

あ
り
、
相
乗
効
果
と
な
っ
て
い

る
。
駅
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

案
内
所
、
飲
食
店
な
ど
の
人
が

対
応
し
て
い
る
分
野
で
は
い
ず

れ
も
レ
ベ
ル
が
高
い
わ
け
で
は

な
い
。
人
は
人
に
指
導
で
き
な

い
時
代
な
の
だ
ろ
う
。

　
標
高
１
８
０
０
㍍
の
万
座
温

泉
に
も
泊
ま
っ
た
。こ
ち
ら
は
、

平
地
よ
り

度
は
低
い
計
算
に

な
る
。
快
適
な
気
温
で
あ
る
。

隣
接
の
ス
キ
ー
場
に
は
高
山
の

花
が
咲
き
誇
り
、
露
天
風
呂
か

ら
の
雄
大
な
眺
め
は
当
地
の

醍
醐
味

だ
い
ご
み

で
あ
る
。
軽
井
沢
ま
で

は
ホ
テ
ル
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
向
か
っ
た
。

　
か
つ
て
は
避
暑
地
の
代
表
で

別
荘
を
持
て
る
財
力
に
あ
こ
が

れ
た
が
、そ
の
軽
井
沢
が
暑
い
。

樹
林
の
中
の
別
荘
が
老
朽
化
し

た
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
き

届
か
な
い
物
件
も
多
数
見
ら
れ

た
。
世
代
替
わ
り
か
ら
時
代
替

わ
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
は
多
く
の
若
者
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
買
い
物

袋
で
目
立
つ
の
は
ス
ポ
ー
ツ
ブ

ラ
ン
ド
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
エ

コ
パ
ッ
ク
が
膨
れ
て
い
る
様
子

も
な
く
、
財
布
の
ひ
も
は
固
そ

う
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
用
品
が
売

れ
る
の
は
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
日
本
人
の
活
躍
が
あ
る
。

期
待
さ
れ
て
勝
者
と
な
る
選

手
、
期
待
を
か
な
え
ら
れ
ず
不

本
意
な
成
績
で
終
わ
る
選
手
、

そ
れ
ほ
ど
は
期
待
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
好
成
績
を
収
め
た
選

手
と
、
悲
喜
こ
も
ご
も
だ
が
、

人
生
は
そ
う
簡
単
に
思
う
よ
う

に
は
い
か
な
い
こ
と
を
知
る
こ

と
も
大
事
だ
。

　
実
力
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
を

発
揮
す
る
に
は
メ
ン
タ
ル
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
さ
そ
う
だ
。
メ
ン
タ
ル

を
養
う
の
も
場
数
で
あ
り
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
で
あ
る
。
経
験
を

次
に
つ
な
げ
る
人
間
と
生
か
せ

な
い
人
間
と
で
人
生
が
大
き
く

変
わ
っ
て
く
る
。

　
人
間
が
よ
り
心
豊
か
に
生
き

る
に
は
あ
ら
ゆ
る
体
験
が
必
要

で
あ
り
、
生
活
の
中
か
ら
そ
の

時
間
と
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と

は
後
の
所
得
と
つ
な
が
っ
て
お

り
、
衣
食
住
や
学
力
と
同
様
に

大
切
な
体
験
交
流
活
動
を
推
奨

し
た
い
。

　
大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
ら
に
「
健
康
・
美
・
長
寿
の
聖
地
・
日
本
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
全
国
の

自
治
体
が
「
健
康
・
美
・
長
寿
推
進
協
議
会
」
を
こ
の
ほ
ど
発
足
さ
せ
た
。
大
阪

観
光
局
の
溝
畑
宏
理
事
長
が
音
頭
を
取
り
、
温
泉
地
を
抱
え
る
自
治
体
な
ど
が
集
結
。
今
後
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
各
自
治
体
の
魅
力
紹
介
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
来
年
開
か
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
会
場
で
の
情

報
発
信
を
行
う
。

９
日
の
記
者
会
見
で
大
阪

観
光
局
の
溝
畑
理
事
長

（
左
か
ら
５
番
目
）
、
参

加
自
治
体
の
首
長
ら

　
大
阪
観
光
局
は
、
日
本
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
・
大
阪

か
ら
日
本
各
地
の
魅
力
を
発

信
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
流

れ
を
地
方
に
誘
導
、
日
本
の

観
光
立
国
実
現
に
貢
献
し
よ

う
と
い
う
「
日
本
の
観
光
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
事
業
」
を
進
め

て
い
る
。
今
回
の
協
議
会
立

ち
上
げ
も
そ
の
一
環
。

　
日
本
が
「
健
康
寿
命
世
界

一
」で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、

全
国
各
地
に
お
け
る
そ
の
秘

訣
を
国
内
外
に
発
信
す
る
こ

と
で
地
方
へ
の
誘
客
を
促

進
。
同
時
に
、
大
阪
・
関
西

万
博
の
テ
ー
マ
「
い
の
ち
輝

く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

へ
の
貢
献
を
目
指
す
。

　
協
議
会
の
参
加
自
治
体

は
、
「
健
康
・
美
・
長
寿
」

の
実
績
が
あ
っ
た
り
、
こ
れ

ら
を
志
向
し
た
施
策
を
行
っ

た
り
す
る

の
市
町
村
。
今

後
、
志
を
同
じ
く
す
る
自
治

体
の
参
加
も
受
け
付
け
る
。

　
各
自
治
体
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を


月
に
オ
ー
プ
ン
。
健
康
・

美
・
長
寿
地
と
し
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
国
内
外
に
発
信
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
１
回

を
来
年
６
月
中
旬
、
京
都
府

京
丹
後
市
の
主
催
で
、
「
世

界
長
寿
サ
ミ
ッ
ト
」
と
同
時

開
催
す
る
。
来
年
の
大
阪
・

関
西
万
博
で
は
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
を
９
月

～

日
の

間
で
調
整
し
て
い
る
。
イ
タ

リ
ア
、
台
湾
な
ど
健
康
・
美

・
長
寿
に
取
り
組
む
海
外
と

の
連
携
事
業
も
進
め
る
。

　
９
日
に
東
京
都
内
で
行
っ

た
記
者
会
見
で
大
阪
観
光
局

の
溝
畑
理
事
長
が
協
議
会
の

設
立
趣
旨
と
活
動
内
容
を
説

明
。
参
加
自
治
体
の
首
長
ら

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
に
お

け
る
健
康
・
美
・
長
寿
へ
の

取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

　
長
野
県
山
ノ
内
町
の
平
澤

岳
町
長
は
「
町
内
に
九
つ
の

温
泉
郷
、
１
０
０
を
超
す
源

泉
が
あ
り
、
共
同
浴
場
に
入

浴
す
る
町
民
が
多
い
。
健
康

に
良
い
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、
ブ

ド
ウ
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛

ん
だ
」
、
大
分
県
竹
田
市
の

土
居
昌
弘
市
長
は
「
人
口
に

対
す
る

歳
以
上
の
高
齢
者

率
、
健
康
寿
命
が
全
国
の
市

で
ト
ッ
プ
。
豊
か
な
温
泉
な

ど
、
極
上
の
自
然
環
境
が
自

己
免
疫
力
を
高
め
て
い
る
」

と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
。

　
参
加
す
る

市
町
村
は
、

福
島
県
田
村
市
▽
長
野
県
山

ノ
内
町
▽
京
都
府
京
丹
後
市

▽
大
阪
府
泉
大
津
市
▽
同
箕

面
市
▽
同
泉
南
市
▽
島
根
県

邑
南
町
▽
広
島
県
神
石
高
原

町
▽
大
分
県
佐
伯
市
▽
同
竹

田
市
▽
同
由
布
市
▽
鹿
児
島

県
伊
仙
町
▽
沖
縄
県
北
中
城

村
。

福田知事（後方右から３番目）、シビ大使（同４番目）、
金子市長（同左から３番目）らが記念撮影

　
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
は

７
月

日
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
テ
ー
マ
「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
に

の
っ
と
り
、
理
想
的
な
未
来

社
会
の
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
取
り
組
む
団
体
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
Ｍ
Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
を
東
京
都
内
で

開
い
た
。

組
が
登
壇
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
進
め
る
取
り
組

み
を
発
表
し
た
＝
写
真
。

　
博
覧
会
協
会
は
、
万
博
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
、
万
博
の
公
式

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
』
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
認
定
。
こ
れ

ま
で
に
３
８
５
団
体
が
登
録

さ
れ
、
万
博
開
催
前
か
ら
活

動
を
進
め
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
い
じ
め

虐
待
ゼ
ロ
」
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ

ｄ
　
５
Ｇ
／
６
Ｇ
」
「
新
・

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
発
表

が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
来

年
開
催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西

万
博
会
場
で
も
紹
介
さ
れ

る
。

　
は
と
バ
ス
は「
は
と
の
日
」

の
８
月

日
、
東
京
駅
丸
の

内
南
口
バ
ス
の
り
ば
で
、
２

階
建
て
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ

ス
「
エ
ク
リ
プ
ス
ジ
ェ
ミ
ニ

３
」
の
新
デ
ザ
イ
ン
車
両
２

台
＝
写
真
＝
の
お
披
露
目
会

を
開
催
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
し

た
２
人
も
参
加
し
た
。

　
エ
ク
リ
プ
ス
ジ
ェ
ミ
ニ
３

は
計
５
台
と
な
る
。
同
社
は

こ
れ
で
７
台
の
オ
ー
プ
ン
バ

ス
を
保
有
し
、
三
つ
の
専
用

コ
ー
ス
で
運
行
し
て
い
る
。

エ
ク
リ
プ
ス
ジ
ェ
ミ
ニ
３
の

シ
ー
ト
は
防
水
性
に
優
れ
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
素
材
を

使
用
す
る
な
ど
環
境
面
に
も

配
慮
し
て
い
る
。

　
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
中
央

情
報
大
学
校
（
群
馬
県
高
崎

市
）
出
身
の
野
勢
茉
美
さ
ん

と
内
田
菜
々
さ
ん
で
、
自
身

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
バ
ス
に
乗

車
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
武

市
玲
子
社
長
と
英
国
大
使
館

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
開
発
庁
日

本
事
務
所
代
表
の
マ
ー
ク
・

グ
ラ
ハ
ム
氏
が
出
席
、
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
思
い
出
を
乗

せ
た
バ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
デ

ザ
イ
ン
し
た
と
い
う
内
田
さ

ん
は
、
「
バ
ス
に
乗
っ
た
人

た
ち
が
旅
の
思
い
出
を
ス
テ

ッ
カ
ー
に
し
て
貼
っ
て
い
っ

た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
東

京
の
街
並
み
や
旅
を
楽
し
む

人
な
ど
が
描
か
れ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
風
の
イ
ラ
ス
ト
で
埋
め

尽
く
し
た
」
と
述
べ
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
車
両
２
台
に
計


人
を
乗
せ
た
バ
ス
は
国
会

議
事
堂
や
東
京
タ
ワ
ー
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
を

巡
っ
た
。
乗
客
に
は
は
と
バ

ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
、
英
国
大
使
館
か
ら
マ
グ

カ
ッ
プ
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
紹
介
冊
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
の
ツ
ー
リ

ス
ト
シ
ッ
プ
（
京
都
市
、
田

中
千
恵
子
代
表
）
は
６
日
、

大
阪
市
立
港
区
民
セ
ン
タ
ー

で
「
第
３
回
ツ
ー
リ
ス
ト
サ

ミ
ッ
ト
～
大
阪
・
関
西
万
博

を
契
機
と
し
た
持
続
可
能
な

観
光
の
在
り
方
～
」
を
開
い

た
。
自
治
体
関
係
者
ら
約
２

４
０
人
が
参
加
。
万
博
開
催

に
向
け
た
機
運
醸
成
や
持
続

可
能
な
観
光
に
つ
い
て
、

「
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
組
み
状

況
の
共
有
や
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
第
１
部
で
は
、
「
２
０
２

５
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け

た
機
運
醸
成
」
を
テ
ー
マ
に

藤
田
浩
良
・
大
阪
府
・
大
阪

市
万
博
推
進
局
機
運
醸
成
部

長
が
、
「
錦
市
場
に
お
け
る

持
続
可
能
な
観
光
」
を
テ
ー

マ
に
清
水
彰
・
京
都
錦
市
場

商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
が

基
調
講
演
。

　
第
２
部
で
は
関
西
学
院
千

里
国
際
高
等
部
３
年
の
原
田

桜
子
さ
ん
に
よ
る
「
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
観

光
客
と
住
民
の
ギ
ャ
ッ
プ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
田
中
代
表

を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
「
大
阪

・
関
西
万
博
を
契
機
と
し
た

持
続
可
能
な
観
光
の
在
り

方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
＝
写
真
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
津
留

崇
明
・
九
州
運
輸
局
観
光
部

観
光
地
域
振
興
課
長
、
竹
田

博
康
・
奈
良
県
観
光
局
長
、

西
銘
基
恭
・
沖
縄
県
石
垣
市

企
画
部
観
光
文
化
課
長
、
森

山
育
子
・
東
京
都
墨
田
区
観

光
協
会
理
事
長
が
登
壇
。
各

地
域
で
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
現
状
と
対
応
策
な
ど

を
説
明
し
た
後
、
「
ツ
ー
リ

ス
ト
シ
ッ
プ
」
と
い
う
概
念

や
持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い

て
の
考
え
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

披
露
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
持
続
可
能
な

観
光
の
た
め
に
何
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
か
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
、
森
山
氏
は

「
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ

く
り
が
重
要
。
住
民
と
同
じ

目
線
で
ま
ち
を
見
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
、

持
続
可
能
な
観
光
に
つ
な
が

る
の
で
は
」
と
指
摘
。
竹
田

氏
は
、
奈
良
県
南
部
で
は
過

疎
化
が
進
み
、
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
日
常
の
営
み
自
体
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
に
触

れ
、
観
光
の
中
で
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
持
続
可
能
な

観
光
の
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
に
つ
い
て
は
、
旅
行
者
と

地
元
住
民
の
間
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な

ど
を
議
論
。
い
か
に
し
て

「
旅
マ
エ
」
で
観
光
客
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
啓
発
す
る
か
や
、
日
本
の

生
活
文
化
や
日
本
来
訪
時
の

心
構
え
な
ど
を
国
主
導
で
発

信
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　
津
留
氏
は
「
万
博
は
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
で
あ
る
の

を
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で

あ
る
が
、
取
り
組
み
は
一
時

で
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

万
博
を
契
機
に
持
続
可
能
な

観
光
地
づ
く
り
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
栃
木
県
と
駐
日
イ
ン
ド
大

使
館
は
５
日
、
相
互
理
解
促

進
イ
ベ
ン
ト
「
イ
ン
ド
―
日

本
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
栃

木
」
を
東
京
の
駐
日
イ
ン
ド

大
使
館
で
開
催
し
た
。
栃
木

県
の
福
田
富
一
知
事
、
駐
日

イ
ン
ド
特
命
全
権
大
使
の
シ

ビ
・
ジ
ョ
ー
ジ
氏
を
は
じ
め
、

両
国
の
行
政
、
民
間
企
業
の

ト
ッ
プ
ら
が
参
加
。
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
の
紹
介
や
、
国
際

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
向
け

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
「
イ
ン
ド
は

わ
が
国
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ

ー
。互
い
の
強
み
を
生
か
し
、

連
携
す
る
こ
と
が
双
方
の
利

益
に
つ
な
が
る
と
確
信
す

る
」
と
強
調
。

　
同
県
佐
野
市
の
金
子
裕
市

長
は
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
通
じ

て
イ
ン
ド
と
の
交
流
を
深

め
、
経
済
発
展
に
つ
な
げ
た

い
」
と
述
べ
た
。
同
市
は
イ

ン
ド
で
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
、

ク
リ
ケ
ッ
ト
の
国
際
規
格
に

合
わ
せ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
日

本
で
唯
一
持
つ
。
ク
リ
ケ
ッ

ト
を
通
じ
た
イ
ン
ド
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ
Ｂ
Ｉ
カ
ッ

プ
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
。

　
同
県
産
業
労
働
観
光
部
の

石
井
陽
子
部
長
が
同
県
観
光

に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
。
「
世
界
遺
産
の
日
光

社
寺
は
日
本
文
化
の
真
髄
を

垣
間
見
ら
れ
る
」
「
イ
チ
ゴ

は
半
世
紀
に
わ
た
り
生
産
量

日
本
一
。
日
本
酒
の
酒
蔵
が


以
上
あ
り
、
世
界
的
コ
ン

テ
ス
ト
で
入
賞
が
相
次
ぐ
」

「
ゴ
ル
フ
場
が
１
１
９
カ
所

と
、全
国
で
４
番
目
に
多
い
」

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

ア
ピ
ー
ル
し
た
。


